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　人口の動き
一一5月1日現在一

男4，550（＋2）

女福592（遡）
計9，誰42（一2〉
世帯数2，276（寺11〉

　（〉は前月比較
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森にはきれいな空気と豊かな水が

緑の資源を大切に
　　　　　　　　　　　　一4月6日　上野小学校一
　　昭和59年上野小学校に生まれた「緑の少年団」。

　緑を愛し￥育てようと植樹祭への参加や学校林の草刈

　りなどの活動をしています。

　　今日は今年の初仕事．緑の羽根の街頭募金に5年生

　と6年生の団員42人が出発です。

　　集められたお金は￥松葉荘の前庭など公共施設や、

　学校の周りに植える緑の費用となります。

　圃休日救急医
5月14日山口医院（下条）台55－2003

21日池田医院（本町西）麿52－2581

　28日中条病院（中条）台57－3018

6月　4日第二藤巻医院（上野）a68－2018

　”日山口医院（袋町中）奮52－2174
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水高南南高西清渡若水丸上若小小小押上星仲松根片上大古高今
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　　信集和敏早礼秀義俊高昭暮利和一文信和光美覆貞啄
諭浩明郎之彰幸苗子幸則和徹夫夫子昭工弘雄子子美之幸子昭也
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「ことばとこころ」

東京・成踵小教頭

吉川五男さん

　
こ
と
し
、
成
人
を
迎
え
ら
れ
た
方
々
は
、
昭
和
四
十
三
年
四
月

二
日
か
ら
四
十
四
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
子
九
十
一
人
、

女
子
六
十
八
人
、
計
百
五
十
九
人
で
す
。
そ
の
う
ち
お
よ
そ
八
一

％
の
百
二
十
九
人
が
成
人
式
に
出
席
し
ま
し
た
。

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
成
人
式
を
開
く
よ
う
に
な
っ
て
十
二

回
目
と
な
り
ま
し
た
。
こ
と
し
は
、
例
年
に
く
ら
べ
地
元
に
い
る

成
人
者
も
多
く
、
年
々
、
出
席
率
が
よ
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

若
者
の
ふ
る
さ
と
を
思
う
気
持
ち
の
表
れ
で
し
ょ
う
か
。
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会
告
議
報
六
千
二
百
九
十
三
万
円
で

吉
楽
土
建
と
契
約

　
四
月
二
十
五
日
、
第
三
回
町
議
会

臨
時
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
専
決
処
分
し
た
税
条
例
の
一
部
改

正
、
昭
和
六
十
三
年
度
と
平
成
元
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
が
承
認
、
議

決
さ
れ
ま
し
た
。

海
外
研
修
に

　
続
い
て
、
主
要
地
方
道
小
千
谷
大

沢
線
（
小
白
倉
）
道
路
改
良
工
事
の

請
負
契
約
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
工
事
は
、
東
京
電
力
第
ニ
ル
ー
ト

建
設
補
償
に
関
連
す
る
も
の
で
す
。
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　栄典に

は
一
定
の
称
号
だ
け
与
え
　
ら
八
位
ま
で
と
、
従
一
位
か
ら
八
位
　
　
章
は
、
男
女
い
ず
れ
に
も
授
与
さ
れ

ら
れ
る
叙
位
と
、
表
彰
さ
れ
た
こ
と
　
ま
で
の
十
六
階
級
と
な
っ
て
い
ま
す
。
　
ま
す
。

を
表
わ
す
叙
勲
や
、

り
ま
す
。

褒
章
な
ど
が
あ

●
叙
位
…

　
現
行
で
は
、
死
亡
の
際
に
の
み
選

考
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
正
一
位
か

●
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…

　
勲
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は
大
勲
位
と
一
等
か
ら
八
等

ま
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て

勲
章
が
援
与
さ
れ
ま
す
。
旭
日
章
は

男
子
の
み
、
宝
冠
章
は
女
子
の
み
に

授
与
さ
れ
ま
す
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瑞
宝
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と
文
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●
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…

　
褒
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、
紅
、
緑
、
黄
、
紫
、
藍
、

紺
綬
の
六
類
類
あ
り
ま
す
。
対
象
は

個
人
に
限
ら
ず
、
団
体
で
も
認
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
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「社会で広く実施に」

　　………賛成が72％

新聞社の全国世論調査

白
倉
運
動
場
開
き

　
　
　
　
”
昭
6
3
・
9
・
15
”

県
が
土
曜
閉
庁
を
実
施

　
県
は
、
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日
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を
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施
し
て
い
ま
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。
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庁
と
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半

の
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先
機
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二
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日

と
第
四
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日
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、
日
曜
日
同
様
休

み
と
な
り
ま
す
。

　
今
ま
で
ど
お
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土
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日
に
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ま
な

い
所
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

県
立
病
院
今
ま
で
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土
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日
と
同

　
様
、
午
前
中
は
外
来
も
受
け
付
け

　
ま
す
。

公
共
施
設
県
民
会
館
　
美
術
博
物

　
館
　
自
然
科
学
館
　
県
政
記
念
館

　
図
書
館
　
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー
　
少
年
自

　
然
の
家
　
池
の
平
・
佐
渡
・
中
越
・

　
下
越
各
ス
ポ
ー
ツ
ハ
ウ
ス

　
版
画
教
室
ー
昭
6
3
・
”
・
16

　
　
総
合
セ
ン
タ
ー
で
鴎

教
育
機
関
県
立
高
校
養
護
学
校

　
ほ
か

警
察
関
係
派
出
所
　
駐
在
所

市
町
村
の
実
施
状
況
は

　
一
方
、
県
内
一
一
二
市
町
村
中
、

す
で
に
土
曜
閉
庁
を
実
施
し
て
い
る

と
こ
ろ
は
、
十
日
町
や
松
代
・
松
之

山
・
六
日
町
・
塩
沢
・
湯
沢
な
ど
五

四
市
町
村
で
す
。
四
週
六
休
制
試
行

（
隔
週
土
曜
日
を
休
む
が
、
半
数
交

代
制
で
閉
庁
し
な
い
方
式
）
を
実
施

し
て
い
る
と
こ
ろ
は
四
三
で
、
合
わ

せ
て
九
七
市
町
村
（
八
六
・
六
一
％
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
朝
日
新
聞
社
が
三
月
十
五
、

十
六
の
両
日
お
こ
な
っ
た
全
国
世
論

調
査
が
、
四
月
六
日
付
同
紙
に
発
表

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

週
休
二
日
制
が
社
会
で
広
く
実
施
さ

れ
る
こ
と
に
賛
成
す
る
人
が
七
二
％

と
、
多
数
を
占
め
て
い
ま
し
た
。
週

休
二
日
制
が
、
一
部
官
庁
や
金
融
機

関
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
民
問
企
業

な
ど
を
含
め
た
社
会
全
体
に
広
が
っ

て
い
く
こ
と
を
望
ん
で
い
る
結
果
と

い
え
ま
す
。
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．
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．
㊥
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

印一一響一一騨一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聯

り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲

一一一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇

層口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

申

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

甲，一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

騨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

一一一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

曽響

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

響

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Q

曹ロ一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

O響一一，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

，冒O願，一　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ロリ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

じ

　
　
余
暇
の
効
用
は
、
昔
も
今
も
わ
た

　
し
た
ち
に
と
っ
て
大
き
な
テ
ー
マ
で

　
す
。
こ
の
問
題
は
、
簡
単
に
見
え
て
、

　
実
は
な
か
な
か
難
し
い
内
容
を
含
ん

…
で
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

、
人
間
性
の
回
復
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
目
指
す

　
　
ま
ず
効
用
の
第
一
は
、
仕
事
か
ら

　
の
解
放
、
仕
事
の
能
率
を
高
め
る
こ

　
と
で
す
。
欧
米
人
の
目
に
は
、
日
本

　
人
は
、
仕
事
と
余
暇
を
区
別
し
な
い

　
で
、
ダ
ラ
ダ
ラ
と
長
い
時
間
働
い
て

　
い
る
と
映
り
ま
す
。
仕
事
の
中
に
遊

　
び
の
感
覚
（
要
素
）
を
持
ち
込
む
の

　
で
、
長
時
間
労
働
に
耐
え
ら
れ
る
の

　
で
し
ょ
う
。
例
え
ば
、
朝
、
職
場
に

　
つ
い
て
も
す
ぐ
仕
事
に
と
り
か
か
る

　
わ
け
で
な
く
、
お
茶
を
一
杯
飲
ん
で
、

　
新
聞
を
読
み
、
世
間
話
の
一
つ
も
し

　
て
か
ら
、
さ
て
…
…
と
い
う
こ
と
に

　
な
り
ま
す
。
反
対
に
余
暇
の
中
で
仕

一
事
の
こ
と
を
考
え
た
り
、
実
際
に
仕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
事
を
こ
な
し
た
り
す
る
こ
と
も
、
日

　
常
し
ば
し
ば
経
験
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
仕
事
と
余
暇
を
厳
密

　
に
区
別
す
る
欧
米
人

　
　
一
方
、
欧
米
人
は
普
通
、
仕
事
と

…
余
暇
を
厳
密
に
区
別
し
た
生
き
方
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
て
い
ま
す
。
決
め
ら
れ
た
時
間
か
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
時
間
ま
で
、
一
定
の
手
引
き
に
従

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
っ
て
、
仕
事
を
し
ま
す
。
そ
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仕
事
の
終
了
時
間
に
な
っ
た
ら
、
途

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
で
あ
ろ
う
が
何
だ
ろ
う
が
”
店
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
い
”
を
し
ま
す
。
日
本
人
と
欧
米

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
と
ど
ち
ら
の
生
き
方
が
よ
い
か
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
概
に
決
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
の
歴
史
、
風
俗
、
習
慣
が
違
い
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
か
ら
…
…
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
疲
れ
た
体
と
心
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
れ
い
に
し
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
余
暇
の
効
用
に
は
、
体
と
心
を
休

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
長
く
働
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
疲
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
こ
で
、
仕
事
の
手
を
止
め
、
次
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仕
事
に
備
え
る
こ
と
を
習
慣
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
た
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
来
、
体
を
使
う
仕
事
を
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
人
は
読
書
な
ど
の
静
的
な
余
暇
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
楽
し
み
、
反
対
に
体
を
あ
ま
り
動
か

｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
な
い
仕
事
を
し
て
い
る
人
は
、
ス
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ポ
ー
ツ
な
ど
の
動
的
な
余
暇
を
好
む
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
う
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仕
事
で
疲
れ
た
体
と
心
を
、
も
と
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
状
態
に
も
ど
し
、
翌
日
か
ら
の
仕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
の
能
率
が
上
が
る
よ
う
な
余
暇
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
過
ご
し
方
を
、
自
分
な
り
に
見
つ
け
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
し
た
い
も
の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
…
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り⑫響璽簗菌

　
四
月
二
十
三
日
高
倉
ブ
ナ
の
家
で
￥
第
二
回
「
山
菜
ま
つ
り
」
が
開
か

れ
ま
し
た
。
少
雪
の
た
め
去
年
よ
り
二
週
間
早
く
開
か
れ
た
こ
の
ま
つ
り

に
は
￥
国
際
村
の
方
々
や
町
外
か
ら
の
お
客
様
な
ど
￥
百
人
ほ
ど
が
集
ま

り
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
．
新
緑
の
ブ
ナ
￥
真
っ
赤
な
モ
モ
の
花
．
満
開
の
ザ
ク
ラ
が

飾
ら
れ
￥
春
を
い
っ
ぺ
ん
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
山
菜
の
宝
庫
．
仙
田
の
山
々
か
ら
集
め
ら
れ
た
山
菜
の
フ
ル
コ
ー
ス
、

八
種
類
も
の
揚
げ
た
て
の
テ
ン
プ
ラ
に
舌
鼓
。
い
つ
も
は
静
か
な
高
倉
に

な
ご
や
か
な
声
が
こ
だ
ま
し
て
い
ま
し
た
。

．
麗
灘

「カンパイ」の発声をする国際村の渡辺エリカさん

鍵

★献立の一部から★

コゴメのからしあえゼンマイの煮物

最高の味です．テンプラと山菜汁　　　　　　アイナのおひたし

　ウドの酢の物　　　　　　ウドのきんぴら

　　　　　　アサツキの梅酢漬

アイナとフキノトウのぬた　ウルイのマヨネーズあえ
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雨
の
葉
桜
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
五

　
長
者
が
原
公
園
（
千
手
保
育
園
前
）

桜
ま
つ
り
行
事
の
一
環
と
し
て
、
四

月
二
十
三
日
総
合
セ
ン
タ
ー
で
観
桜

俳
旬
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
毎
年
、
町
内
の
俳

句
グ
ル
ー
プ
「
芦
（
ア
シ
）
の
芽
会
」

（
会
員
数
二
十
七
人
、
金
山
柏
樹
代

表
）
が
地
元
商
工
会
（
田
辺
博
支
部

長
）
の
協
力
を
え
な
が
ら
開
い
て
い

り
一
ζ

ま
す
。

　
こ
と
し
は
、
少
雪
の
お
か
げ
で
ウ

ソ
に
ょ
る
被
害
も
な
く
、
い
っ
ぱ
い

花
を
つ
け
た
こ
と
か
ら
、
と
く
に
、

町
の
協
力
も
え
て
広
く
一
般
の
人
た

ち
に
も
呼
び
か
け
て
、
盛
大
に
お
こ

な
わ
れ
た
も
の
で
す
。
十
日
町
の
皆

さ
ん
を
は
じ
め
、
伊
勢
原
市
（
神
奈

川
）
や
見
附
市
か
ら
の
参
加
も
あ
り
、

町内外から集まった40人のみなさん

当
日
は
、
散
る
桜
の
風
情
を
楽
し
む

人
た
ち
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
大
会
に
先
が
け
て
課

題
句
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
町
内
外

か
ら
百
十
四
人
も
の
投
句
が
あ
り
ま

し
た
。
滝
沢
鶯
衣
（
十
日
町
）
、
庭

野
双
葉
子
（
同
）
、
金
山
柏
樹
（
霜

条
）
、
太
田
白
南
風
（
中
央
町
）
四

氏
の
選
者
に
よ
り
選
ば
れ
た
句
を
ま

と
め
て
入
選
句
集
を
発
行
。
投
句
者

全
員
に
配
布
し
ま
し
た
。

　
同
会
で
は
、
　
「
今
回
の
よ
う
に
町

の
ご
協
力
を
仰
ぎ
な
が
ら
毎
年
実
施

し
、
定
着
し
た
行
事
と
し
て
続
け
て

ゆ
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
田
辺
商
工
会
支
部
長
は
、

「
東
京
電
力
ご
寄
贈
の
桜
苗
木
百
本

を
植
え
、
さ
ら
に
に
ぎ
や
か
な
公
園

に
し
た
い
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

10

数
年
ぶ
り
に
満
開
と
な
っ
た

長
者
が
原
公
園
の
桜
（
4
・
榊
）

商
工
会
青
年
部

東
京
で
『
ふ
れ
あ
い
広
場
』

　
四
月
二
十
三
日
、
杉
並
区
高
円
寺

「
幸
寿
司
（
水
品
喜
晴
さ
ん
、
新
町

新
田
出
身
）
」
の
前
を
お
借
り
し
て
、

四
回
目
の
町
商
工
会
青
年
部
「
ふ
れ

あ
い
広
場
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
二
十
二
日
夕
方
に
出
発
し
た
一
行

十
六
人
の
中
に
は
、
二
人
の
ミ
ス
か

わ
に
し
も
同
行
し
ま
し
た
。

　
町
出
身
者
あ
て
に
広
報
か
わ
に
し

と
い
っ
し
ょ
に
チ
ラ
シ
を
入
れ
て
お

送
り
し
た
と
こ
ろ
、
埼
玉
な
ど
の
遠

方
か
ら
も
訪
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
山
菜
や
特
産
品
販
売
の
ほ
か
、
町

猟
友
会
の
協
力
を
い
た
だ
い
た
「
タ

ヌ
キ
汁
」
は
、
あ
っ
と
い
う
間
に
三

百
人
前
が
な
く
な
り
ま
し
た
。
十
セ

ン
チ
ほ
ど
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
苗
も
好

評
で
し
た
。

　
あ
い
に
く
の
悪
天
候
で
お
客
さ
ん

も
若
干
少
な
め
で
し
た
が
、
都
会
の

人
や
、
出
身
者
と
の
「
ふ
れ
あ
い
」

は
、
来
年
も
ぜ
ひ
や
り
た
い
と
会
員

は
語
っ
て
い
ま
し
た
。都会の子どもたちが大喜び

　　　　『ふれあい広場』のキネつきもち
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柏
崎
日

己ま四

そ
の
五

岩
瀬
金
　
子
　
幸
　
作

　
横
目
付
が
立
ち
会
う

　
渡
辺
平
太
夫
が
真
人
宿
を
出
立
し

た
の
は
、
天
保
十
五
年
（
一
八
四
四
）

五
月
十
五
日
（
現
在
の
六
月
三
十
日
）

の
正
午
を
ま
わ
っ
た
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

八
ツ
（
午
後
二
時
）
過
ぎ
に
上
野
村

庄
屋
勘
蔵
宅
に
着
い
た
ら
、
立
ち
合

い
の
御
下
横
目
（
横
目
付
の
略
称
、

役
人
の
挙
動
を
検
察
し
て
非
違
を
弾

劾
す
る
役
）
の
大
塚
円
蔵
が
昨
日
到

着
し
て
待
機
し
て
い
た
。

　
さ
っ
そ
く
見
分
し
よ
う
と
思
い
、

村
役
人
に
そ
の
旨
を
伝
え
た
。
と
こ

ろ
が
役
人
衆
は
、
　
「
お
願
い
し
た
い

載

当
時
の
田
形
を
残
す
内
田
代

　
　
　
　
　
　
　
　
（
右
下
方
）

場
所
は
遠
く
て
道
が
悪
く
、
こ
れ
か

ら
見
分
と
な
れ
ば
夜
に
入
っ
て
し
ま

う
。
今
日
は
見
合
わ
せ
、
明
日
の
朝

早
く
か
ら
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
し
つ
こ
く
申
す
ゆ
え
、
よ
ん
ど
こ

ろ
な
く
取
り
止
め
る
こ
と
に
し
た
。

　
湯
に
つ
か
り
、
早
く
休
ん
だ
が
、

こ
の
三
日
間
は
巳
前
（
午
後
十
時
）

ご
ろ
か
ら
と
き
お
り
服
痛
が
し
て
激

し
い
下
痢
に
見
舞
わ
れ
、
こ
の
晩
も

三
度
ば
か
り
ち
ょ
う
ず
（
手
洗
い
）

に
通
っ
た
。
夜
中
に
大
雨
降
り
と
な

り
、
明
日
の
見
分
が
ど
う
で
あ
ろ
う

か
と
気
が
か
り
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
内
田
代
の
見
分
に
汗
だ
く

　
十
六
日
（
現
在
の
七
月
一
日
）
、

雨
晴
れ
候
へ
と
も
曇
り
、
甚
六
ケ
敷

空
也
。
朝
め
し
済
、
相
談
致
し
候
へ

と
も
、
今
暫
見
合
く
れ
と
申
。
四
ツ

（
午
前
十
時
）
頃
迄
見
合
居
候
処
、

ち
と
ツ
・
雲
は
け
候
も
有
之
。
出
発

二
て
降
と
も
、
先
、
今
分
二
て
急
二

降
そ
ふ
も
な
し
と
て
、
早
昼
給
べ
見

分
二
出
か
け
る
。

　
村
の
北
浦
山
へ
登
り
、
峠
弐
ツ
越

ひ
、
再
度
休
足
。
皆
々
杖
ヲ
突
キ
、

す
べ
り
道
漸
上
リ
、
壱
リ
斗
行
見
分

場
所
也
。
田
畑
と
も
沢
合
也
。
田
ハ

一
沢
二
て
階
子
田
弐
反
歩
余
有
之
。

田
形
不
宜
。
検
地
大
分
六
ケ
敷
、
七

ロ
ニ
て
相
済
。
畑
方
ハ
あ
ち
ら
こ
ち

ら
に
少
々
ツ
・
有
之
。
是
も
険
岨
の

所
二
多
有
之
。
拾
三
ロ
ニ
て
相
済
。

　
見
分
中
度
々
雨
降
か
け
、
傘
さ
し

か
け
さ
せ
、
帳
相
ヲ
致
し
候
。
甚
む

し
暑
く
成
り
、
山
坂
下
り
登
り
、
大

汗
流
し
困
り
入
り
候
。
七
ツ
（
午
後

四
時
）
過
村
へ
帰
ル
。
湯
二
入
、
夫

よ
り
当
郡
の
大
肝
煎
（
大
庄
屋
）
酒

井
忠
之
助
一
盃
さ
し
上
度
と
申
。
ど

じ
ょ
ふ
汁
斗
な
り
。
空
腹
二
て
大
酔
。

早
く
休
ム
。
夜
中
よ
り
又
雨
。

　
田
畑
の
等
級
が
低
い

　
十
七
日
、
昼
前
雨
。
夫
よ
り
晴
れ

雲
り
折
々
日
も
当
ル
。
今
日
ハ
検
地

調
方
致
し
、
昼
過
二
出
来
上
り
候
。

下
々
田
畑
二
て
、
此
辺
ハ
石
盛
（
田

を
上
・
中
・
下
、
下
々
の
四
等
級
に

分
け
て
収
穫
率
を
定
め
た
こ
と
）
甚

ひ
く
し
。
漸
田
畑
合
四
石
余
の
御
高

入
也
。
夫
よ
り
免
払
等
之
事
、
村
方

理
解
致
し
取
極
。
七
ツ
（
午
後
四
時

頃
）
当
村
御
用
全
相
済
。

　
仕
事
が
早
々
に
終
わ
っ
た
の
で
、

ひ
さ
び
さ
に
月
代
（
さ
か
や
き
）
を

剃
り
、
髪
を
整
え
た
。
そ
れ
か
ら
湯

に
入
り
、
湯
上
が
り
に
唐
茶
（
中
国

か
ら
舶
来
し
た
茶
、
ウ
ー
ロ
ン
茶
の

こ
と
か
）
を
少
し
飲
み
、
早
目
に
休

ん
だ
。
明
日
は
、
刈
羽
郡
加
納
村
の

御
損
地
場
を
見
分
す
る
。

　
新
町
か
ら
三
桶
へ
出
る

　
十
八
日
は
折
々
雨
に
な
っ
た
が
、

五
ツ
（
午
前
八
時
）
過
ぎ
に
上
野
村

を
出
立
し
た
。
加
納
村
へ
行
く
の
に
、

至
近
の
仙
田
街
道
を
越
え
な
か
っ
た

の
は
、
小
国
の
桑
名
領
も
見
て
お
き

た
い
と
考
え
た
か
ら
の
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
本
道
を
行
け
ば
途
中
で
一

泊
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
小
千
谷
か

ら
先
の
道
も
駕
籠
（
か
ご
）
で
の
通

行
に
困
難
が
予
相
さ
れ
て
、
仁
田
、

野
口
や
大
倉
、
白
倉
を
か
す
め
た
大

沢
越
え
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
こ
の
道
は
魚
沼
か
ら
柏
崎
や
松
之

山
の
湯
治
場
に
至
る
近
道
で
、
商
人

も
盛
ん
に
往
き
来
し
て
い
る
と
か
、

御
陣
内
で
も
折
々
通
る
そ
う
な
の
で

こ
の
街
道
を
参
る
。

　
魚
沼
御
領
内
取
付
の
新
田
村
は
ず

れ
か
ら
、
本
道
と
分
か
れ
て
山
道
に

か
か
っ
た
。
道
は
険
岨
で
あ
る
が
幅

は
広
く
、
相
応
の
街
道
で
あ
る
。
峠

を
壱
ツ
越
え
、
三
里
（
一
ニ
キ
ロ
）

ば
か
り
で
御
領
所
三
桶
村
に
着
く
。

こ
の
あ
た
り
は
ご
く
山
中
だ
が
、
店

も
あ
っ
た
り
し
て
村
立
は
き
わ
め
て

よ
ろ
し
く
、
結
構
な
田
所
も
あ
る
。

　
昼
酒
飲
ん
で
大
沢
越
え

　
壱
里
（
四
キ
ロ
）
ほ
ど
上
り
、
下

り
し
て
苔
之
島
村
に
着
い
た
が
、
先

触
れ
を
出
し
て
お
い
た
の
で
村
役
人

が
途
中
ま
で
迎
え
に
出
て
い
た
。
こ

の
村
も
四
方
を
山
に
囲
ま
れ
て
い
る

が
、
村
立
は
至
極
よ
ろ
し
く
、
土
蔵

な
ど
も
だ
い
ぶ
見
え
る
。

　
庄
屋
官
吾
宅
へ
上
り
、
弁
当
遣
ふ

積
り
之
処
、
亭
主
よ
り
何
も
無
御
座

候
得
と
も
、
一
盃
さ
し
上
度
と
申
。

色
々
断
り
候
へ
と
も
中
々
承
知
不
致

惣
ち
酒
肴
出
す
。
急
度
し
た
る
御
馳

走
也
。
山
中
な
れ
と
も
魚
類
、
玉
子

等
ハ
勿
論
珍
敷
も
の
出
し
候
。
夫
よ

り
手
打
そ
ば
切
と
申
て
出
ス
。
是
又

い
も
つ
な
ぎ
二
て
結
構
也
。
仰
山
二

給
へ
ら
れ
大
給
へ
致
し
候
。
上
野
村

よ
り
の
人
足
弦
二
て
戻
ル
。

　
八
ツ
（
午
後
二
時
）
頃
二
も
有
之

候
哉
、
出
立
。
是
よ
り
大
沢
峠
に
か

か
る
。
雨
折
々
降
、
道
わ
る
く
、
さ

れ
と
も
昼
の
馳
走
二
て
何
も
不
知
眠

り
、
峠
絶
頂
迄
行
漸
目
覚
メ
、
夫
よ

り
一
同
歩
行
、
わ
ら
じ
は
き
杖
つ
き

坂
下
り
候
。
無
程
御
領
所
大
沢
村
へ

着
く
。
鯖
石
川
通
り
南
東
へ
下
り
、

御
領
分
宮
平
村
渡
場
二
人
馬
迎
二
出

て
居
り
、
苔
之
島
人
馬
と
代
り
候
。

是
よ
り
壱
リ
行
、
加
納
村
也
。

　
平
太
夫
は
、
加
納
村
の
見
分
を
終

え
る
と
駕
籠
で
安
田
へ
移
り
、
こ
の

日
は
庄
屋
仁
四
郎
宅
に
泊
っ
た
。

　
※
お
わ
び
　
　
「
柏
崎
日
記
」
そ
の

二
、
栃
ケ
原
か
ら
室
島
の
記
述
の
う

ち
、
距
離
な
ど
に
不
正
確
な
部
分
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
「
天
池
」
は
「
シ

ロ
カ
ケ
」
の
誤
り
で
し
た
。
1
筆
者
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　つ

，5〉

る

書

さ
ノ
ん

忘
れ
ら
れ
な
い
親
切

富
士
見
市
菊
地

　
い
っ
も
「
広
報
か
わ
に
し
」
を
お

送
り
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
　
「
議
会
報
告
」
か
ら
「
戸
籍

の
窓
」
、
　
「
俳
壇
」
と
遠
く
に
い
な

が
ら
、
川
西
町
の
様
子
が
手
に
と
る

よ
う
に
分
か
り
、
と
て
も
懐
し
く
拝

見
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
「
お
気
軽
に
お
手
紙
く
だ
さ
い
」

と
の
通
知
に
、
筆
無
精
な
私
で
す
が

勇
気
を
出
し
て
書
い
て
み
ま
し
た
。

　
五
十
余
年
前
の
小
学
生
時
代
。
夏

休
み
に
な
る
と
少
し
ば
か
り
の
お
土

産
物
の
ふ
ろ
し
き
包
み
を
背
負
い
、

小
国
町
の
叔
母
の
所
ま
で
行
く
の
が

楽
し
み
で
し
た
。
子
供
の
い
な
か
っ

た
叔
母
が
、
す
ご
く
喜
ん
で
迎
え
て

く
れ
た
こ
と
が
、
と
て
も
印
象
深
く

思
い
出
さ
れ
ま
す
。

和
江
さ
ん

（
中
仙
田
出
身
）

　
そ
の
途
中
小
臼
倉
に
母
の
実
家
が

あ
り
、
祖
母
が
健
在
の
こ
ろ
は
、
よ

く
立
ち
寄
り
ま
し
た
。
小
柄
な
人
の

好
い
祖
母
は
、
顔
じ
ゅ
う
し
わ
に
し

て
笑
っ
て
い
ま
し
た
。
　
「
暑
か
っ
た

だ
ろ
う
…
…
」
と
急
い
で
庭
か
ら
冷

た
い
わ
き
水
を
く
ん
で
き
て
飲
ま
せ

て
く
れ
た
り
、
大
き
な
囲
炉
裏
で
カ

キ
モ
チ
を
焼
い
て
食
べ
さ
せ
た
り
し

て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
木
製
の

く
し
で
髪
を
奇
麗
に
硫
（
と
）
か
し

て
か
ら
、
隣
近
所
へ
私
を
紹
介
し
な

が
ら
回
っ
て
歩
き
ま
し
た
。

　
祖
母
は
、
村
じ
ゅ
う
が
自
分
の
家

の
よ
う
に
、
ど
の
家
に
も
上
が
り
込

ん
で
行
き
ま
す
。
す
る
と
、
手
作
り

の
漬
物
や
豆
菓
子
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の

ア
メ
な
ど
温
か
み
の
あ
る
一
品
が
出

さ
れ
ま
す
。
各
家
庭
で
の
味
を
話
題

に
し
な
が
ら
、
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

　
あ
る
夏
の
暑
い
日
の
こ
と
で
し
た
。

日
傘
を
さ
し
て
ラ
ン
ラ
ン
気
分
で
叔

母
の
所
へ
行
く
途
中
、
白
倉
農
協
で

買
い
物
を
し
た
と
き
、
傘
を
忘
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
日
も
落
ち
て
い
た

の
で
日
傘
の
こ
と
な
ど
す
っ
か
り
頭

に
な
か
っ
た
の
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
い
く
日
か
過
ぎ
た
帰
り

に
農
協
へ
寄
り
ま
し
た
ら
、
あ
き
ら

め
て
い
た
傘
を
大
切
に
保
管
し
て
お

い
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
す
。
そ
の
う

え
、
ほ
こ
ろ
び
を
繕
い
、
骨
の
曲
が

っ
て
い
た
の
ま
で
直
し
て
お
い
て
く

れ
た
の
で
す
。
あ
の
と
き
の
若
い
男

の
職
員
の
方
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
で
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
、

あ
の
と
き
の
親
切
が
、
つ
い
き
の
う

の
こ
と
の
よ
う
に
は
っ
き
り
と
思
い

出
さ
れ
ま
す
。

　
豊
か
な
自
然
、
心
温
ま
る
人
び
と

と
の
ふ
れ
あ
い
が
、
と
て
も
陵
か
し

く
思
わ
れ
る
今
日
こ
の
ご
ろ
で
す
。

成
人
式
以
来
の

　
　
　
　
都
会
生

大
和
市

　
本
紙
二
月
号
表
紙
の
橘
小
学
校
六

年
生
の
皆
さ
ん
。
表
情
か
ら
ど
こ
か

の
家
の
人
に
似
て
い
る
よ
う
で
、
ご

両
親
の
顔
が
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
で
、

そ
れ
で
い
て
は
っ
き
り
と
分
か
ら
な

く
て
、
も
ど
か
し
い
感
じ
で
す
。
長

い
こ
と
町
を
離
れ
て
い
た
こ
と
を
痛

感
い
た
し
ま
す
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、

成
人
式
を
橘
小
で
祝
っ
て
い
た
だ
き
、

以
来
、
ず
っ
と
東
京
・
神
奈
川
で
過

ご
し
て
き
た
の
で
す
か
ら
。

　
こ
の
大
和
市
で
、
も
う
十
六
年
に

舌侮、
1

鑓
田
キ
ョ
ヱ
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
（
野
口
出
身
）

な
り
ま
す
。
県
央
に
位
置
す
る
当
市

は
、
こ
と
し
市
制
三
十
周
年
に
な
り

ま
す
。
盛
大
な
記
念
行
事
が
計
画
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
当
市
は
、
南
北
に
細
長
い
市
で
す
。

私
鉄
も
三
社
通
っ
て
い
ま
す
。
南
北

に
小
田
急
江
の
島
線
、
東
西
に
相
模

鉄
道
、
そ
し
て
田
園
都
市
線
が
入
っ

て
い
ま
す
。
ど
こ
へ
行
く
に
も
便
利

で
す
の
で
、
人
口
の
増
加
も
お
分
か

り
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
「
広
報
や
ま
と
」
は
、
月
二
回
発

平
成
元
年
度
の
成
人
式
（
総
合
セ
ン
タ
ー
）

行
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
体
が
お
知
ら

せ
に
終
始
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ

の
点
、
　
「
広
報
か
わ
に
し
」
は
紙
質

も
よ
く
、
町
の
お
知
ら
せ
は
も
ち
ろ

ん
、
文
化
、
教
養
、
歴
史
、
保
健
と

凝
縮
さ
れ
、
本
当
に
充
実
さ
れ
て
い

て
遠
く
離
れ
て
い
る
私
た
ち
に
も
、

十
分
理
解
出
来
ま
す
。

　
今
、
市
の
中
心
大
和
駅
を
整
備
し

て
い
ま
す
。
あ
と
六
年
も
か
か
る
そ

う
で
す
。
小
田
急
の
相
鉄
が
交
差
し

て
い
ま
す
。
わ
が
家
も
駅
の
近
く
で

す
。
こ
ち
ら
へ
お
い
で
の
節
は
、
ぜ

ひ
お
寄
り
く
だ
さ
い
ま
せ
。

　
時
節
柄
、
皆
み
な
様
ご
自
愛
く
だ

さ
い
ま
し
て
、
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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食は新潟豊かな緑

ナイスみ飼ど

新潟田

食と緑の博覧会

　
七
月
十
四
日
か
ら
九
月
三
日
ま
で

新
潟
県
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
る
「
ナ
イ
ス
ふ
～
ど
新
潟
89
”
食

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

と
緑
の
博
覧
会
」
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊

が
、
四
月
十
二
日
役
場
を
表
敬
訪
問

し
ま
し
た
。

　
ユ
キ
ッ
バ
キ
の
よ
う
な
真
っ
赤
な

ユ
ニ
ホ
ー
ム
の
四
人
の
ミ
ス
ふ
～
ど

新
潟
は
、
博
覧
会
会
長
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
の
伝
達
や
、
会
場
の
展
示
館
な
ど

に
つ
い
て
説
明
を
し
ま
し
た
。

　
夏
休
み
に
は
家
族
連
れ
で
県
内
最

大
級
の
博
覧
会
会
場
に
行
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

　
グ
ア
ム
旅
行
な
ど
総
額
一
千
万
円

相
当
の
賞
品
が
当
た
る
抽
せ
ん
券
つ

き
の
前
売
り
券
は
、
役
場
総
務
課
で

発
売
し
て
い
ま
す
。
大
人
千
五
百
円
、

高
校
生
千
円
、
小
・
中
学
生
五
百
円
、

幼
児
二
百
円
で
す
。

姥ケ山IC
　l　I

＝＝＝＝＝＝＝＝0一3＝＝＝＝ぽ器皿
蕪

器器器＝　
蚤

＝＝3留3
　
　
　
1
年

＝＝＝＝33＝＝＝3

激罪

融矧罎ロ
躍宮騰締

母
凋
”

　
ノ

至
北
陸
自
動
車
道
黒
崎
I
C

来庁した4人の
　　キャンペーンガール

〈会場案内図〉

騨饗

一〇〇〇〇一顧6－0馴■OO一顧一〇一一〇〇一働09－0000聞一鶴0■繭口0日

こ
ば
や
し
み
な
こ
さ
ん

〈
仙
田
小
学
校
Y
ー

2
年
　
登
坂
幸
雄
君

擁
コ
5
q
姐

6
年
　
茂
野
貞
光
君
　
（
版
画
）

4
年
　
小
川
　
　
正
　
君

5
年
　
登
坂
郁
菜
さ
ん

3
年
　
小
林
理
恵
さ
ん

6月号は白倉小学校です
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住

所
変
更
と

　
　
　
　
　
　
　
年
金

　
年
金
を
受
け
て
い
る
方
に
は
、
「
振

込
通
知
書
」
か
「
支
払
通
知
書
」
を

お
送
り
し
て
い
ま
す
。
こ
の
通
知
書

が
確
実
に
届
く
た
め
に
は
、
正
確
な

住
所
を
届
け
出
て
お
く
こ
と
が
必
要

で
す
。

　
住
所
が
変
わ
っ
た
ら
必
ず
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。
受
け
取
り
先
の
銀
行

金
子
さ
ん

教
育
委
員
長
に
再
選

　
三
月
の
町
議
会
定
例
会
で
同
意
を

得
て
い
た
教
育
委
員
会
委
員
金
子
幸

作
さ
ん
（
岩
瀬
）
が
、
四
月
二
十
一

日
の
同
委
員
会
で
、
教
育
委
員
長
に

再
選
さ
れ
ま
し
た
。
同
氏
の
新
し
い

任
期
は
、
五
月
二
十
日
か
ら
向
こ
う

四
年
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
善

　
　
　
　
　
　
　
意

●
広
報
発
行
に

匿
名
希
望
（
相
模
原
市
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
千
円

の
支
払
い

　
な
ど
を
替
え
た
と
き
も
同
様
で
す
。

　
年
金
の
支
払
い
事
務
は
、
一
カ
月
前

　
か
ら
始
め
ま
す
。
で
す
か
ら
、
変
更

　
届
を
し
て
も
、
前
の
住
所
に
配
達
さ

　
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
旧
住
所
地

　
の
郵
便
局
に
も
、
転
居
先
を
届
け
て

　
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　爾　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　噛　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　鱒　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　噂　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　『　　　　　　　　　｝　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　”　　　　　　　一　　　　　　陶　　　　　　韓　　　　　一　　　　　一　　　　顧　　　　一　　　｝　　　一　　　一　　甲　　一　一　一
一一

春の行政相談週間

　5月14日～20日

さわやか行政

サービス運動
　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　P　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　■9　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　隅　　　　　　　　甲　　　　　　　　一　　　　　　　葡　　　　　　　一　　　　　　〇　　　　　　糎　　　　　一　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　〇　　　一　　一　　一　一　一
一一

巳
，
酵
l
1
8
1
　
1
5
『
曇
　
I
I
I
I
1
9
1
謄
『
ー
i
ー
ー
馨
　
3
1
8
一

行
政
へ
の
注
文
は

　
　
　
滋
野
相
談
委
員
へ

　
去
年
に
引
き
続
い
て
野
口
の
滋
野

サ
ダ
さ
ん
が
、
行
政
相
談
委
員
に
委

嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。
行
政
サ
ー
ビ
ス

に
対
す
る
ご
意
見
、
ご
要
望
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

駈しい家膜　　マ愚

夫婦で子育て

お母さんの

　
赤
ち
ゃ
ん
に
は
や
さ
し
い
声
を
出

し
て
い
た
お
母
さ
ん
が
、
子
ど
も
が

三
歳
ぐ
ら
い
に
な
る
と
、
け
わ
し
い

声
に
な
り
ま
す
。
お
母
さ
ん
の
声
変

わ
り
で
す
。

　
ど
う
し
て
声
が
変
わ
る
の
か
と
い

う
と
、
よ
そ
の
子
が
気
に
な
る
か
ら

で
す
。
う
ち
の
子
が
お
く
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
、
と
心
配
な
の
で
す
。

小
さ
な
子
を
つ
れ
て
い
る
よ
そ
の
お

母
さ
ん
が
い
る
と
、
近
づ
い
て
い
っ

て
「
お
い
く
つ
で
す
か
？
」
と
聞
か

ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
子
が

同
い
年
で
、
う
ち
の
子
よ
り
も
し
っ

か
り
し
て
い
る
よ
う
だ
と
、
お
母
さ

ん
は
い
ら
だ
ち
ま
す
。
　
「
あ
な
た
も
、

し
っ
か
り
し
な
く
ち
ゃ
」
と
。

　
ど
う
も
誤
解
が
あ
る
よ
う
で
す
。

三
歳
の
子
は
、
み
ん
な
同
じ
こ
と
が

で
き
る
も
の
だ
と
考
え
る
の
で
す
。

子
ど
も
も
め
い
め
い
発
育
の
し
か
た

が
違
い
ま
す
。

　
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
は
、
春
に
な
る
と

早
々
と
咲
き
ま
す
が
、
キ
ク
は
い
く

ら
が
ん
ば
っ
て
も
秋
に
な
ら
な
い
と

咲
き
ま
せ
ん
。
子
ど
も
に
は
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
型
も
あ
れ
ば
、
キ
ク
型
も
あ

り
ま
す
。
キ
ク
ち
ゃ
ん
の
お
母
さ
ん

が
「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ち
ゃ
ん
を
ご
ら

ん
な
さ
い
。
も
う
花
を
咲
か
せ
て
い

る
じ
ゃ
な
い
の
。

あ
な
た
グ
ズ
グ
ズ

し
な
い
で
、
早
く

咲
き
な
さ
い
」
な

ど
と
言
っ
て
み
て

も
、
キ
ク
ち
ゃ
ん

ど
う
し
よ
う
も
な

い
で
し
ょ
う
。
目

先
の
こ
と
で
あ
せ

る
の
は
禁
物
で
す
。

じ
っ
く
り
と
花
を

待
つ
の
で
す
。

　
こ
ん
な
話
が
あ

り
ま
す
。
子
ど
も

の
か
か
る
小
児
科

の
お
医
者
さ
ん
に

は
、
ニ
コ
ニ
コ
し

て
い
る
先
生
も
あ

れ
ば
、
ち
ょ
つ
と

こ
わ
い
先
生
も
い

ま
す
。
お
も
し
ろ
い
こ
と
に
、
ニ
コ

ニ
コ
し
た
先
生
に
か
か
っ
た
方
が
、

子
ど
も
の
病
気
が
早
く
な
お
る
と
い

う
の
で
す
。
そ
ん
な
非
科
学
的
な
こ

と
、
と
笑
う
こ
と
が
心
の
不
思
議
な

と
こ
ろ
で
す
。

　
あ
る
と
こ
ろ
で
お
母
さ
ん
の
声
変

わ
り
の
話
を
し
た
ら
、
　
「
私
は
朝
と

晩
で
声
が
変
わ
り
ま
す
」
と
い
う
お

母
さ
ん
が
い
ま
し
た
。
こ
と
に
外
で

働
い
て
い
る
お
母
さ
ん
は
、
夕
方
帰

っ
た
と
き
の
声
が
、
朝
よ
り
も
と
げ

と
げ
し
く
な
い
か
反
省
し
ま
し
ょ
う
。

塵i難難1雛1　　　P簸欝叢誌、1…隷麹鯉

乳児ツ反検査（4．18橘コミ・センター）
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昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

根
津
未
来

根
津
真
樹
子

押
木
純
治

斎
木
政
治

丸
山
米
吉

桐
生
幸
太
郎

押
木
寛
平

岡
島
盛
治

丸
山
　
ト
ヨ

敷
藤
與
太
郎

太
田
寅
治

押
木
　
フ
ネ

8181　8080767673724641　9　　6

　　ハ　　　　　　　　　離交清輝稔歎登藷
ロロロレロロレロロレレロ
田木沖高仁元大木木元上上
　　　原　　 白
戸島立田田町倉落島町野野

高
橋
啓
太
郎
82
（
本
人
）
伊
　
友

う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

　
　
　
ゆ
う
や

　
　
　
　
　
徳
　
夫

渡
貫
悠
也

　
　
　
　
　
和
　
美

　
　
　
か
お
り

　
　
　
　
　
　
勝

南
雲
香
織

　
　
　
　
　
貴
　
子

　
　
　
た
か
ゆ
き

　
　
　
　
　
信
　
一

丸
山
　
貴
之
か
ず
み

　
　
　
よ
う
じ

　
　
　
　
　
久
　
夫

保
坂
洋
二
千
枝
子

　
　
　
　
あ
や

　
　
　
　
　
信
　
幸

川
原
　
　
彩

　
　
　
　
　
順
　
子

　
　
　
ち
　
　
え

　
　
　
　
　
正
　
明

星
名
千
恵
園
江

　
　
　
た
つ
や
　
肇

小
川
達
也
美
由
紀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
男
新
町
新
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
女
上
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
男
原
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
次
男
高
原
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
女
上
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
女
沖
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
男
学
校
町

　
　
　
た
け
の
ぶ
博
視

戸
田
豪
允
　
　

長
男
仁
田

　
　
　
　
　
さ
ち
子

　
た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

　　　ハ　　　　 ノヘ　 　　　高高相丸山南富平小春長櫃
橋橋崎山田雲井野野日部間
君　 和浩珠敏幸久ま和祥茂
　剛　　　　　　　　ゆ
子　 子二子秋子男美久子佳

伊
友

中
屋
敷
か
ら

伊
友

千
葉
県
か
ら

四
郎
兼

上
野
か
ら

四
郎
兼

＋
日
町
市
か
ら

＋
日
町
市
か
ら

沖
立

中
屋
敷

＋
日
町
市
か
ら

　
　
　
　
　
　
小
わ
琶

　
　
①
，
　
畔
壇

　
　
　
　
　
　
　
太
田
白
南
風
選

　
　
　
　
　
所
沢
市
　
池
上
マ
サ
子

満
開
の
桜
仰
ぎ
て
今
日
退
院

桜
南
風
ナ
ー
ス
の
白
衣
ひ
る
が
え
り

見
送
れ
る
ナ
ー
ス
の
笑
顔
桜
ち
る

癒
え
し
足
歩
む
う
れ
し
き
花
日
和

　
　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
圭
子

力
ー
テ
ン
を
引
け
ば
八
国
春
が
す
み

八
つ
頭
芋
の
芽
数
え
も
と
め
け
り

み
ご
も
り
し
猫
を
い
た
わ
り
日
向
ぼ
こ

　
　
　
　
　
　
岩
瀬
小
川
益
栄

噺
の
中
に
目
覚
め
し
こ
と
も
旅

雨
吸
っ
て
肩
に
重
た
き
花
衣

　
　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
み
ゆ
き

桃
咲
い
て
雪
白
々
と
榛
名
富
士

残
雪
の
鬼
押
出
し
の
岩
黒
し

　
　
　
　
　
中
仙
田
　
南
雲
　
寿
恵

草
の
芽
を
盛
り
ま
・
ご
と
の
子
は
留
守
に

初
音
聞
き
た
る
朝
を
よ
き
日
と
し

　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
　
寅
生

一
日
の
色
を
増
し
ゆ
く
ぶ
な
芽
か
な

　
　
　
　
　
足
立
区
　
山
形
　
頼
太

春
光
や
水
輪
大
き
く
広
が
り
て

　
　
　
　
　
　
小
脇
　
佐
藤
　
信
一

日
に
三
度
ぜ
ん
ま
い
を
揉
み
留
守
居
婆

　
　
　
　
　
　
高
倉
　
斉
木
　
和
人

草
餅
を
い
た
だ
き
村
の
春
祭

　
　
　
　
　
中
仙
田
　
高
野
仙
蒼
子

山
芽
吹
く
色
を
重
ね
て
雨
上
り

　
　
　
　
　
　
霜
条
　
星
名
　
星
光

幻
の
ご
と
く
に
富
士
の
春
が
す
み

　
　
　
　
伊
勢
原
市
　
金
子
　
桂
吉

県
境
の
山
の
辛
夷
の
白
々
と

　
　
　
　
　
　
大
倉
　
中
条
　
石
平

苗
育
つ
ハ
ウ
ス
に
淡
き
月
の
影

　
　
　
　
　
　
赤
谷
登
坂
酔
月

留
守
を
も
る
父
に
買
い
お
く
花
見
酒

　
　
　
　
　
浦
和
市
　
登
坂
　
博
史

た
ん
ぱ
・
の
座
を
広
げ
た
る
た
く
ま
し
ぐ

　
　
　
　
　
　
上
町
　
高
橋
　
願
似

旅
な
れ
し
身
の
春
暁
に
目
覚
め
お
り

　
　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦
　
サ
ク

タ
ぐ
れ
て
土
手
の
葉
桜
風
わ
た
る

　
　
　
　
八
王
子
市
　
田
中
　
ひ
さ

二
輪
草
そ
の
白
き
ゆ
え
手
折
ら
れ
て

　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
　
幸

畑
を
打
つ
噺
り
近
く
聞
き
な
が
ら

　
　
　
　
　
中
屋
敷
　
数
藤
　
壮
一

揃
い
た
る
頭
ゆ
ら
ゆ
ら
葱
坊
主

　
　
　
　
発
電
所
通
り
藤
田
宏
太
郎

春
の
雨
登
校
傘
の
カ
ラ
フ
ル
に

　
　
　
　
　
　
三
領
水
品
律

春
光
の
あ
ま
ね
く
サ
イ
ク
リ
ン
グ
か
な

　
　
　
　
　
　
霜
条
　
大
海
　
白
濤

背
な
の
子
に
よ
く
廻
り
い
る
風
車

思
い
切
る
こ
と
で

安
心
で
き
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
白
倉

　
去
年
ま
で
白
倉
地
区
の
人
は
、
橘

の
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
ま
で
わ
ざ
わ
ざ

出
か
け
な
け
れ
ば
、
胃
の
検
診
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
「
受
け
た
い
け
れ
ど
も
遠
く
て
」

と
い
う
声
や
、
検
診
車
が
増
え
た
こ

と
な
ど
か
ら
、
今
度
、
白
倉
に
検
診

車
が
入
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
去
年
、
橘
で
受
診
し
た
白
倉
の
江

口
さ
ん
か
ら
、
検
診
の
感
想
を
話
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

江
　
ロ
　
　
教
さ
ん

　
去
年
春
の
住
民
検
診
で
「
胃
検
診

を
受
け
て
み
た
ら
」
と
い
わ
れ
ま
し

た
。
食
べ
も
の
を
い
っ
ぱ
い
食
べ
た

と
き
に
、
ち
ょ
っ
と
も
た
れ
る
感
じ

も
あ
り
ま
し
た
。

　
わ
ざ
わ
ざ
橘
ま
で
行
く
の
は
お
っ

く
う
だ
し
、
　
「
足
」
も
な
か
っ
た
の

で
迷
い
ま
し
た
。
で
も
、
二
十
年
ぶ

り
に
思
い
切
っ
て
受
け
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

　
心
配
し
て
い
た
バ
リ
ウ
ム
は
、
昔

よ
り
飲
み
ゃ
す
く
な
っ
て
い
ま
し
た

し
、
担
当
の
方
々
が
親
切
で
気
持
ち

良
く
受
診
で
き
ま
し
た
。
た
だ
、
検

診
の
と
き
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
み
た
い

な
台
が
、
頭
の
方
か
ら
下
が
る
の
が

少
し
怖
い
よ
う
な
気
持
ち
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
獺
馨
難
稽
鯵
翻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
な
け
れ
ば
安
じ
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
住
民
検
診
と
異
胃
の
警
鞠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
と
聞
い
て
囎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
護
獣
難
欄
難
蜷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
年
宜
に
胃
検
診
が
白
倉
で
あ
騒

糧
礁
韓
き
は
絹
織
物
絞
る
と
聞
い
差
所
の
人
も
誘
．
て
礪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。


